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9.研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載し

た「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また

、国立情報学研究所でデータベース化するため、図、グラフ等は記載しないこと。 

新たにメタロチオネイン遺伝子（BgMT1）を導入したシロイニナズナで耐塩性の向上が確認された。

オヒルギ遺伝子 BgZF1 を導入した耐塩性シロイヌナズナ系統を塩を含まない条件で栽培した場合の

マイクロアレイによる転写プロファイリングを行なった。 Z 検定で有意水準 0.05（両側検定）で有意

差 が あ り 、 か つ Ratio が 3 以 上 の 変 動 を 示 し た 遺 伝 子 を ７ 種 同 定 し た 。 そ れ ら は 、 F-box 

family protein, phosphate translocator-related, zinc finger family protein と 4 種 の

unknown protein をコードしていた。このように非ストレス下では、組換え体と WT の発現プロファイ

リングに大きな差異は認められなかった。 

 また、マングローブは重金属耐性が比較的高いことが報告されており、また、各種ストレス耐性機構

にはクロストークがあることが報告されているため、オヒルギの耐塩性遺伝子を導入したシロイヌナズ

ナの重金属耐性を調べた。各組換え体を 1mM Mn、100μM Cu 、75μM Ni 、250μM Zn、200μM Co、200μM 
Fe、300μM Mo、または 50μM Cd を含む 1/2MS 培地に播種して生育を調べたところ、Bg70、BgWRKY1 組換

え体が WT に比較して Mn を含む培地で良好な生育を示した。また、BgMT1 導入個体の Cu, Ni 耐性、 BgARP1

組換え体の Ni 耐性が高まっている可能性が示唆された。これらの結果からマングローブの耐塩性と重

金属耐性の関連性が示唆された。 

 

10.キーワード 

 (1)耐塩性 (2)マングローブ（オヒルギ） (3)環境 

 (4)ストレス (5)遺伝子組換え (6)シロイヌナズナ 

 (7)プロテオーム (8)トランスクリプトーム (裏面に続く) 
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13. 備考 

※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを

記載すること。 

http://www.teu.ac.jp/tada/Mangrove%20project1.html 

 


